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Ｉ　問題の所在
1997年度で生活科は６年目を迎えた
。小学校１
年生から６年生までの子どもが生活科を体験する
こととなる
。活科は定着した観がある。しかし，
生活科と社会科との接続・発展は，依然大きな問
題であり
，真剣な論議も行われている1‰
ところで
，現在の地理教育の系統は，小学校生
活科→小学校社会科地理的学習→中学校社会科地
理的分野→高校地歴科地理という流れが予想され
る
。当然，生活科の登場で地理教育の体系も再検
討が迫られたはずである
。しかし，生活科登場を
受けて地理教育の体系をどう構築するかという論
議は極めて低調である
。元来，小学校での地理教
育のあり方に関する論議は
，小学校に「地理」が
なく
，小学校現場で地理教育の実践研究をする者
の少なさから低調であった
。小学校社会科におけ
る地理教育の在り方に対する意識は希薄で
，地理
教育と言えば
，高校教育レベルか，よくて中学校
教育レベルでの話となりがちである
。そのなかに
あって
，小学校社会科地理的学習に，地理教育関
係者から次の７つの問題点が指摘されている2≒
①同心円拡大原理の固執とその弊害
。
②子どもの発達段階と乖離した産業学習
。
③地理学習の比重の強い小学校５年生までの社会
科学習での嫌厭傾向。
④世界に関する学習（世界地誌）の欠如
。
⑤中学校社会科地理的分野との関連性の薄弱さ。
⑥地名教育の軽視。
⑦地理的学習に対する小学校教師の力量不足
。
し①は
，「小学校４・５年生ころになると，児童
の地理的興味」･関心は急速に拡大し，地球の果て
ー
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までかけめぐることになる
。しかるに同心円拡大
原理に固執する今日の社会科教育は
，いつまでたっ
ても身近な地域や日本の特定地域の学習にとどま
り
，広く未知の世界を学習しようとする児童の学
習意欲をつみとっている
」3）という批判である。
①に絡み④の問題が派生し
，鎖国的地理教育との
批判に至る
。②は，産業学習は一種の系統地理で，
地誌学習なしに系統地理学習はありえない
。また，
児童にとって扱う事象が難しく
，教師も指導に困
難を感じるという批判である
。①と②から③の
匚小学校の児童が地理学習を嫌厭するのは
，児童
の地理的興味
・関心と，小学校の学習内容が乖離
していることに起因するものではないか
」4）とい
う問題が派生する
。①・②・③・④から，⑤の問
題が生じる
。身近な地域の学習や囗本の特定地域
の学習に終始し
，国土のアウトラインを把握す
る地誌学習が欠ける
。世界地誌はほとんどない。
この状況下で
，中学校で世界各地や日本各地の地
域別学習をしたら
，生徒は学習過多を感じると批
判する
。⑥は地名を軽視しすぎ，地名のネットワー
クが形成されず
，世界像の基礎構造が形成されな
いという批判である
。⑦は，高校の地理履修率低
下とそれにともなう大学での地理単位の履修低下
問題とリンクし
，教員養成と関わる問題である。
⑦を除く①
～⑥は小学校社会科地理学習に抜本
的な改革を迫る
。また，後述のように，小学校社
会科での地理の位置付けに再考を迫り
，地理科地
理を指向する考えでもある
。それ故，社会科教育
の在り方にも関わる
。小学校社会科の地理的学習
に再考を促す斉藤毅氏は
，中・高校の地理教育は
充実傾向が見られるが，小学校社会科の抜本的な
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改革がない限り砂上の楼閣であるとし
，地理学会
は小学校社会科に関心を持つべきと説く‰小学
校に匚地理｣がないにもかかわらず
，小学校社会
科における地理教育を意識して論じる所以である
。
斉藤氏は
，厂高校における地歴科の創設や小学
校低学年における生活科の導入など
，ようやく社
会科教育の根本的改革の気運が高まろうとしてい
る｣6)と述べ
，生活科に期待を寄せる。生活科の
登場は今後の地理教育の在り方を問う
。社会科教
育の在り方とリンクする問題でもある
。生活科登
場を受け，地理教育の体系の再検討が必要である。
Ｈ　社会科と地理教育
１　社会科で育成する力
まず筆者の立場を明らかにする。
小原友行氏は
，「社会科は社会認識形成を通し
て公民的資質を育成することを最終的なねらいと
する教科である
。一中略一社会科は，過去の文化
遺産を児童
・生徒に伝える教養主義的社会科でも
なければ
，社会科学を教える社会科学科でもない，
あくまでも
，社会的事象の事実認識に基づいて，
社会の中での生き方を児童
・生徒に主体的に追求
させていく（未来を選択していくことのできる力
を育てる）教科と考えることができる
。」7）とする。
さらに氏は
，「これからの時代の公民的資質の中
核をなすものは
，合理的な意思決定力に基づいて
主体的な社会的行為を行うことのできる意思決定
力であると考えることができる」8）と述べる。
筆者も小原氏と同様に社会科をとらえている
。
つまり
，公民的資質とは，社会形成上での様々な
問題に対して未来予測をし
，合理的な意思決定が
できる力である
。社会認識形成が公民的資質の育
成をささえる
。そして厂このように社会科をとら
えれば
，社会科は本来あるべき地理教育を豊かに
する可能性が開かれるのではと考えている9）
。
社会科は
，次に述べる任務を担っ 。
民主主義体制下で展開される教育は，「主と
なりうる民
」の育成という使命を必然的に帯び
る
。「主となる民」とは，望ましい社会的な価
値を追求し
，社会的な意思の決定に参与してい
こうとする意欲と能力をもった人間である。そ
れを欠いた社会がいかに悲惨な道をたどるか
。
歴史のなかに数多く発見することができるＯ
一中略一
民主主義社会を維持しようとするかぎり
，公
教育のある分野が
一中略一匚公民的資質」の育
成という任務を背負わねばならない。それが社
会科だ10）。
また
，戦前国民科地理の教科書を執筆し，戦後
社会科づくりに関わった地理学者尾崎乕四郎は
，
厂社会科教育は社会生活の正しい理解とそれに対
処できる公民的資質を育成することをねらいとし
ている
」11）とも述べている。
２　地理教育の危機と小学校社会科地理学習
最近地理教育の危機や地理学の危機が
，学会レ
ベルでも本格的に論じられるようになった1‰
事の起こりは高校教育の地理履修低下問題と考
えられる
。地理が選択履修になり，それが大学で
の地理単位の履修率の低下を招き
，地理教育の縮
小再生産が懸念されている
。まず，高等学校（中
学校）での魅力のない地理授業が厳しく問われな
ければならない
。ところが，そのことをうこと
があまりないまま
，前述のように小学校社会科が
批判の俎上に上っている
。小学校段階から地理的
学習に魅力がないので
，地理教育は危機を迎えて
いるという考えである
。その対策町こ，小学校の
中
・高学年段階は博物的知識に関心を示し，記憶
の抵抗が少ないので
，日本地誌と世界地誌を配置
することが挙げられている
。これは，厂小学校の
中
・高学年の地理的内容の学習は，系統地理的な
思考力を要する学習ではなく
，子供に未知の世界
への夢をかきたてるような魅力ある地誌の授業を
主体とするのがよい尹という考え方である
。そ
の際
，地名学習にも配慮する。産業学習のよう
なものは系統地理として高等学校に位置づける
。
地理嫌厭の原因を学校教育の初期段階である小
学校から問い直す考えは理解できる
。だが，これ
らの考えの根底には
，社会科から「‾地理」として
独立さえすれば危機は脱せられるという考えが見
え隠れするＯ根本的には人間形成における地理教
育の役割が問われている
。人間形成において地理
教育が無力なら
，地理教育は衰退してしかるべき
である。これは，社会における地理学の地位の問
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題とも関わってくるＯ人間形成における地理教育
の役割といった視点からの論議が必要である
。
人間形成における地理教育の役割といった視点
から論議を進めているのが，斉藤毅氏等が提唱す
る発生的地理教育論1‘)である
。発生的地理教育論
の背景に
，地理学の新しい動向である人文主義地
理学
，それも現象学的地理学がある15)。発生的地
理教育論は｢ピアジェの児童世界観と発生的認識
論を敷衍しつつ
，児童世界観の発達に伴う変化の
分析を通じて学校教育における科学的世界像への
無理のない転換と
，その豊かな発展をめざす尹
ものである
。斉藤氏は｢本来の地理教育(発生的
地理教育論のこと
，筆者)｣17)は，国語教育に著し
く類似すると述べる
。｢国語教育が子どもの言語
取得を助け
，また文法の学習によって自らの語法
の誤りを正しうるように
，発生的地理教育論もま
た
，子ども自らの世界像の形成を促し，必要な変
革や修正を自ら行わしめるのが主要な目的となる
のである
。豊かな言語生活が，精神の自由を基礎
づけるように
，豊かな世界像は安定した世界観や
人生観をもたらし
，世界的な広い視野に立った深
い思索を促すからである｣气
発生的地理教育論は
，人間形成の面から地理教
育に新地平を拓く可能性がある魅力ある提案であ
る
。発生的地理教育論は生活科の考え方に近いも
のがある
。背景となった人文主義地理学は，個々
の人間の主観や意識
，主体性を尊重して理論構築
をしている
。さらに，現象学的地理学は｢ある場
所や環境がどのように人の感情にとらえられるの
かの理解や
，場所の意味・景観の主観性の探求を
めざす｣18)
。これは，正しく生活科の考え方に通
じる
。だから，斉藤氏は前述したように生活科に
期待を寄せていると考えられる
。
ところで
，斉藤氏は社会科地理では人間形成と
しての地理教育の意義はまったく見失われてきた
と述べる16)
。そこで，社会科における地理学習の
役割について見ていくこととする
。
３　社会科における地理学習の役割
地理学と地理教育の関係を論じる中で
，篠原昭
雄氏は
，現代の人間形成に果たす地理教育の役割
として次の４点を挙げている19)。(1)現代の地域(社会)や国土及び世界を正しく
認識し判断するための知識
・理解を得させる。
（2）情報化が進み価値観の多元的な現代社会にお
いて
，複雑多岐な，しかも変化の激しい社会的
事象を
，的確に把握するための能力（地理的な
見方や考え方）を育成する。
（3）現代社会の諸問題に気づき
，それらを広い視
野から考察し判断できる力を育成する
。
（4）地図の読み方
，描方，使い方，グラフ化，
旅行など現代人としての基礎的知識・技能を身
につける。
さらに
，氏は「特に今日，社会の急激な変化に
伴い
，それに主体的に対応できる力の育成が求め
られている
。地理教育においてその要請を，具体
的にどのように受け止めるかは
，急務の課題であ
る
。」20’と述べている。
従来から（2）の地理的な見方
・考え方の育成の重
要性は言われてきた
。地理的な見方・考え方は地
理教育で育成する学力の本質とも受け止められて
きた21‰しかし
，斉藤氏は，地理的な見方や考え
方の育成は社会科地理の目的だが
，地理学の方法
論を生のまま示したものにすぎないとし22）,発生
的地理教育論を説く
。さらに，氏は，次のように
社会科（社会科地理）を批判している
。
子どもたちが21世紀をたくましく生きるため
には
，幼い時から身近な自然に触れさせ，自然
に親しみを持たせながら
，しだいに“科学的な
目”を養い
，やがて環境を地球規模にまで押し
広げ
，文明論を踏まえながら，時いたらなば地
球環境の保護のために必要な行動をとらせたいー
と願いながら
，現行の社会科はまったく無力な
ことに気づくのである
。もちろん，国際理解や
異文化理解を子どもたちに実践させようとして
も
，そもそも小学生には自分たちの生きている
現代の世界がどのようになっているのか
，体系
的に理解させようとしてはいないので
，かりに
何らかの実践をさせても
，皮相的で通り一遍の
ものになってしまう2‰
前述の如く
，社会科教育を社会科学科と考えず，
社会的事象の事実認識に基づき
，社会の中での生
き方を子どもに主体的に追求させていく（未来を
選択していくことのできる力を育てる）教科と規定すれば，氏の発生的地理教育論とめざすべき点
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では齟齬はなくなってくるのではないか
。そう考
えるのは
，氏が政策論としての地理学研究が推進
されるべきであり
，国民主権の近代国家では，こ
うした地理学が国民に開放され
，一人ひとりが優
れた統治者の資質を共有すべきである
，と述べる
からである９
．また，氏は，社会科を社会科学を
教える社会科として認識し
，批判を展開している
からでもあるＳ
。地球環境保護のために必要な行
動をとるには
，数多くの社会諸科学や自然諸科学
に依拠した学際的アプロ
チーが必要であるＯそれ
には総合教科としての社会科が適している
。
確かに
，従来の社会科地理では，育成した地理
的な見方や考え方をどの方向に向けていくかとい
う視点は弱かった
。篠原氏の指摘する(2)で育成し
た地理的な見方や考え方を(3)に収斂していくこと
が必要である
。その過程で 1や(4)は活用されてい
く
。このことが篠原氏の述べる地理教育の急務の
課題に応えることである
。また，斉藤氏の社会科
地理批判にも応えていく
一つになる。このことに関
して
，石弘之氏が紹介する次の話は示唆的である。
アフリカの飢餓救済のための食料匯助により
，
ミレットやソルガムという伝統的な食べ物から
小麦やトウモロコシへと食習慣が変化し姶めた
。
その結果
，小麦やトウモロコシを無理て作る
農民が増えたＯこれらの作物は土着の作物と違っ
て雨不足に弱く
，干ばつで真っ先にやられてし
まう
。さらに，ケニア南部のマサイ族や北部の
遊牧民の間で急に糖尿病が増えてきた
。治療が
受けられないので
，死亡率は30％にものぼる。
干ばつで家畜を失った遊牧民にも
，トウモロコ
シが配給された
。それまで家畜の乳を主食にし
てきた人が
，急に大量のでんぶんだけをとるよ
うになったこと
，配給を受けるために定住化し
て運動不足になったことが原因とみられている
。
しかも
，一度小麦，トウモロコシなどの新たな
味になじんでしまった人を
，もとの現地の雑穀
に引き戻すことは至難のことだそうである2‰
これは
，地理的見方・考え方を欠く政策決定の
悲劇である
。これほど悲惨ではないが，三重県伊
賀地方の電話番号が東海地方に組み込まれており
，
近畿地方にしてほしいとの住民運動があることを
，
数年前朝日新聞が報じていた。人生における地理
的見方
・考え方の大切さを指し示している。
流域定住圏づくりなどの地域開発や地理教育な
どに尽力した地理学者伊藤郷平氏は, 1980年度の
日本地理教育学会の講演で次のように述べている
。
地理教育はなぜ必要か？未開のエスキモ
もー
海図を所持していると地理学史は指摘していま
すが
，この事実は地理は人類固有の英知として
賦与されたもので
，それを「磨き育てる」仕事
が地理学習であると考えるべきでしょう
。
賦与された英知といいましたが
，近代地理学
の創始者の
一人ラッチェルは「人は地上に生ま
れ
，地上に住み，地上の富によって生活し，骨
を地上に埋める
。地を離れて人存ぜず」といっ
ています
。人類が生存するためには賦与された
英知一勘ともいうー，すなわち地理的な思考力
があるからで
，これを生活の知恵といってよい
でしょう
。地理的原理を無視しては生存ができ
ないのが人間です
。その英知を磨くための営み
が地理学習であります
。勘はにぶらせるべきで
はない，常に磨き育てる必要があります2≒
以上のことを踏まえ
，一先ず社会科におけ
る地理学習の役割として
，子どもに，その地
域の諸条件を踏まえて未来予測をし
，その地
域の実態に見合った合理的意思決定をさせる
ことを挙げる
。このような思決定を地理的・
合理的意思決定と呼ぶ（地理的・合理的意思決定は筆者の造語である。）。
Ⅲ　生活科登場後の地理教育１ の課題
生活科登場後の地理教育体系化の論議は極めて
低調で
，次の寺本潔氏らの試みだけである。
生活科が登場し小学校での地理教育のねらい
が大きく生活空間重視の学習へと転換した
。そ
して
，絵地図の復権や子どもにっての生活環
境の教材化
，「自分」が投影されたか否かを評
価の観点に捉える等のコンセプトの変革をもた
らした
。これを，地理的空間認識に限れば，約
朿ごとに縛られない楽しい空間学習の導入が可
能となり
，「探検」が学習方法論として注目を
浴びるようになった气
この考えで，寺本氏らは;「探検」をキーワー
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ドに生活科から小学校社会科までの実践例29）を提
示している
。また，氏は次のように述べる。
「自分はどこにいるのか？」という地理的命題
は
，「自分はどこから来たのか？」という歴史
的見方と「これからどこへ行くのか？」という
公民的見方の基礎として極めて重要な働きを人
生という文脈の中で発揮する
。子どもの関心や
意欲をより一層大切に扱う「新しい学力観」時
代の小学校社会科は
，こうした「自分」の世界
をいかに育成させていくか
，という観点から，
今後大きく質的転換をはたす必要に迫られる
。
これからの地理学習（小学校社会科）は
，生活
科の方法論を採用しつつ
，現実の地表空間を歩
き
，発見を積み重ねていく「地（ち）の探検」
と学校図書館で図鑑を開いたり
，地図帳や地球
儀を読んで旅立つ「知（ち）の探検
」という二
つの「ち
」の探検がもっと意識されなくてはな
らない
。一中略一子どもの内発力が探検を基調
とした新たな地理教育方法論としてカリギュラ
ムの中に組み入れられた時
，地理学習の魅力は
倍増する
。しかし，学校五日制の発足を前に，
これ以上の社会科の時間数増加は望めない
。む
しろ
，理科の一部をとり込んだ生活科に近い発
想こそ次の時代の社会科にふさわしいと思われ
る
。うした自分とのかかわり合いや自分から
のつながりを意識化できる教科は
，生活科以外
に見当たらない
。中学年以上の社会科が生活科
の理念を取り込み「環境教育」が具体化できる
教科として再編成されるならば
，子どもの地理
的空間認識形成の上でも大きなプラスとなるに
違いない
。社会科が公民的資質という大きな荷
物を一手に引き受けることをやめ，事実認識を
中心とした「自分の社会科」なる教科として生
まれ変わる時
，「自分の地理学」の基礎が地理
学習を通して養われるだろう
。　匚自分の地理学」
をつくっていける子どもは，そうした身の周り
の環境を主体化できる学び方を身に付けた子ど
もと言えるのである30‰
氏は
，人間形成における地理教育の視点から，
生活科登場後の地理教育（主に小学校社会科）の
体系化を考察する
。意義深ぐかつぶことが多い。
「新しい学力観」が言われる昨今，社会科の「自
分の社会科
」化には異論はない。氏の論の多くに
賛同する
。だが，社会科が公民的資質というねら
いを
一手に引き受けるのをやめ，事実認識中心の
「自分の社会科
」となる点で異なった見解をもつ。
社会科が公民的資質というねらいを棄て事実認
識中心の厂自分の社会科」になれば,社会科が担っ
てきた役割をどこが担うのか
。氏の考えは社会科
が公民的資質というねらいを
一手に引き受けてき
たのを他の教科とも担い合おうとともとれる
。な
らば
，新たな教育課程の提示が必要である。その
ような提示はない
。そこが曖昧では，事実認識中
心の「自分の社会科
」となることにすぐに賛同で
きない
。また，「身の周りの環境を主体化できる
学び方を身に付けた子ども
」の育成は，社会科の
「生活科の理念を取り込み『環境教育』が具体化
できる教科
」への再編を意識してであろう。『環
境教育』が具体化できる教科を探る中で
，氏は次
のように
，公民的資質をめざす社会科学習には子
どもの視点（自分の視点）が欠けていたと述べる
。
４年生の社会科は地域の公共施設や町の開発
過程をその内容にあげています
。でも，これは
子どもの視点からでなく
，あくまでも公民的資
質という社会科の目標に照らし合わせたアング
ルからで
，そこには当然，街角の自然や人，路
上の建物などは入ってきません31）
。
「自分
」との関係から環境を具体的に感じ，考
えなければ『環境教育』が具体化できる教科とな
りえないという考えであろう
。同感である
Ｏしか
し
，寺本氏は環境授業を次のようにも述べている。
環境授業は教師がひとつの答えに導いていく
のでなく
，多様な意見の存在を認めつつ，当面
の課題解決にむけての意思や態度の合意形成を
めざすものである…゛。
この考えは
，「公民的資質とは，社会形成上で
の様々な問題に対して未来予測をし
，合理的な意
思決定ができる力である
」という筆者と同じスタ
ンスである
。結局，「身の周りの環境を主体化で
きる学び方を身に付けた子ども
」の育成は，公民
的資質の育成ぬきには考えられないのではないか
。
ところで
，寺本氏の 方は発生的地理教育論
に裏打ちされている
。前述したように，発生的地
理教育論の考え方は生活科の考え方とスタンスを
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同じくしていた
。そこで，生活科登場後の社会認
識教育の体系化を図る視点から
，生活科登場を受
けて地理教育をどう構築するかについて述べる
。
筆者は生活科授業の問題点を指摘し
，生活科と
社会科との接続
・発展に関する実践研究の成果と
課題を検討し
，生活科登場後の社会認識教育の体
系構築に関する課題解決に向けての方途を探った
。
その結果
，生活科の趣旨を今後の学校教育で十二
分に展開し
，学校教育を改革する必要性が明らか
になった
。さらに，生活科と社会科との接続・発
展を図る９つの視点を抽出した
。それらの視点を
考察し
，生活科と社会科との接続・発展に関する
従来の研究・実践では，生活科と社会科との相互
関連
・発展の視点からのアプローチが極めて少な
いことが明らかとなった
。そして，社会科と生活
科との相互関連を図り
，両者の強化・発展を図る
視点として，次のことを挙げた1‰
今後の社会科教育は
，豊かな社会認識から
未来予測をし合理的意志決定をする力の啓培
に努めた上で
，独斷歐や創造性の啓培が求め
られるＯ従って
，①生活科で培われた発想
（創造性や感性）をより豊かにし
，②生活科
の五感を通した匚自分自身への気づき
」を行
動力・挑戦力のばねに，厂社会の中の自己認
識
」まで高めたい。それ故，①’子どもに一
人ひとりに思いっきり自己の内面を表出させ
，
②’その自由な思いを社会認識というふるい
にかけて
，冂巴いつき」から匚社会的価値判
断」へと研ぎすます場の設定が必要である（①と①’，②と②’が対応）。
当然
，地理教育でも以上のことを踏まえるべき
である
。ここでは，匚生活科で培われた発想（創
造性や感性）をより豊かにし
，生活科の五感を通
した
」に注目したい。生活科は五感を通した感覚
の練磨がめざされるとも言われる33）
。宮本光雄氏
は
，感覚をできるだけ働かせ研ぎ澄ます体験をさ
せることが
，将来の知的発達を保障し，感性を豊
かにすることになるとしている34）
。一方，安彦忠
彦氏は
，人間としての基礎に基礎感覚（小学校３・
４年前半ぐらいまでの道徳感覚
，人間（人権）感
覚，自然感覚，社会感覚などの素朴な直感的な認
－
識能力）を挙げ
，その重要性を説く35）。
氏によれば
，感覚とは「……6まこういうものなん
だなあ
」という程度の素朴な感覚的な人間や外界
のとらえのことである
。氏の基礎感覚は生活科に
おける気づきに近く
，直感的な気づきと言える。
そして
，氏は生活科における自然感覚と社会感覚
の取扱いについて
，次のように述べる。
現状では「総合的な扱い
」をすることばかり
強調され
，まだ「社会」に対する感覚と「自然」
に対する感覚の違いを明確に自覚している教師
は少ないＯ前者は「人間の力でいくらでも良く
していけるものだなあ
」という感覚が大切であ
り
，後者は「自然というものは人間が下手に手
を加えると取り返しがつかないものだなあ
」と
いう
，ほぼ正反対の感覚が大切なである。こ
れをごちゃまぜにしたり
，逆に教えたりすれば
子どもは三年からの社会科や理科の学習にスム
ー
ズに入っていけないのみでなく
，余計な混乱を
与えかねない36‰
安彦氏の危惧から生活科に地理的な学習を組み
込む必要性を感じる
。自然としての環境という立
場で人間と社会と自然を考えるのは社会科地理だ
けだからだ。そこで，生活科が提起したこととして，次のことを挙げたい。
地理的感覚を磨く重要性
地理的感覚とは目測や遠い
・近い，高い・低い，
広い
・狭い等の感覚から，「地域には多くの人々
がいて関わりあって生きているんだなあ
」といっ
た直感的な地理的気づきまで含める
。さらに，地
理的感覚は地理的
・合理的意思決定力を支えるも
のと考える
。地理的感覚の練磨は，伊藤氏の「人
類が生存するためには賦与された英知
一勘ともい
うー，すなわち地理的な思考力」を「磨き育てる」
仕事につながる
。氏が述べるように勘はにぶらせ
るべきではない
。常に磨き育てる必要がある。生
涯を通して磨き続けるべきものである
。
地理的感覚の練磨に場所の体験とその伝承37）を
挙げる
。具体的な活動はまち探検等が考えられる。
従来のまち探検は町の秘密を探すという面が強かっ
たＯ匚まちを遊ぶ」という視点も必要であるＯ「ま
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ちを遊ぶ
」ことは，遊び心をもたせつつ（創造性
をふくらませつつ）
，まちと自分とのかかわりに
気づき感じる大切な手立てである
。この点が抜け
ていたから
，寺本氏の批判も出てくる。
２　生活科登場後の地理教育の役割
以上のことを踏まえ
，生活科登場後の地理教育
ついて学習場面から考えてみる。
まず
，子ども達が五感を通して地域（まち）を
遊び
，地域（まち）と関わる。子ども達は地域と
関わる中で
，次の地理的・合理的意思決定が迫ら
れる授業と相まって
，地域（まち）づくり参画へ
の意欲は高まっていくＯ地域（まち）を遊ぶこと
と並行し
，子ども達が地域（まち）づくりに関わっ
て提案していく場を構成し
，自由に子ども達の思
いを出させる
。思いを出させる際には，地域を遊
ぶなかで培われた思いも当然生かされる
。その思
いを提案のみがきあいという社会認識のふるいに
かけ
，口思いつ」からF‾社会的価値判断」へと
研ぎすます場の設定をする
。この過程で，子ども
達は地理的
・合理的意思決定を迫られる。そして
子どもなりに地域（まち）づくりに参画していく
力が鍛えられる
。そこで，前述の社会科における
地理学習の役割に「子どもが地域（まち）づくり
に参画できる力の基礎を培うこと」39）を付加する。この考えは，地理学の社会的地位にも関わる。
1995年度日本地理学会春季学術大会シンポジウム
「地理学の社会的地位をより高めるには一地理学・
地理教育の将来を論じるー」で，地理学がもっと
地域政策の提言をすべきだとの声が相次いだ
。座
長の藤田佳久氏は匚地域計画を考えたとき
，その
前段で提案すべき地域はいかなる地域なのか
，地
理学がいかに地域を評価するのか
，望ましい地域
像は何かについて
，厳しい（熱い）議論が必要と
される
。その時点で，地理学の方法論，思考法，
価値観の再検討が必要とされようし
，地理学が，
明らかにするべきものも議論され
，地理学自体も
より活性化されるであろう
。」38）と述べている。
子どもが地理的
・合理的意思決定をし，地域づ
くりに参画する授業を進める中で
，歴史学研究と
歴史教育とでのスパルタクス論争の如きものが地
理学研究と地理教育とでも起きれば
，地理学方法
論，思考法，価値観の再検討がされ，地理学が明
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らかにすべきものの議論が活発になるだろう
。
以上，社会科での地理学習の役割をまとめるＯ
子どもに
，その地域の諸条件を踏まえて未
来予測をし
，その地域の実態に見合った地理
的・合理的意思決定をさせ，地域（まち）づくりに参画できる力の基礎を培うことである。
IV　結語
一学校教育から生涯教育まで地理教育を一
今
，学校教育では体験等の積極的な取り組みが求
められる
。体験重視はフィールドワーク重視の地理
には好ましい
。しかし，寺本氏が述べるように，学
校五日制下では社会科時間数増力［］は望めない
。それ
も
一因で，氏「社会科が公民的資質という大きな
荷物を一手に引き受けること」に問題を感じたとも
いえる
。問題は授業時間だけではない。学校は何を
する所か
，学校観が問われている側。まず，授業観
の大幅な転換が求められる
。学校での学びと学校外
での学びとの有機的結合をはかる授業の在り方が問
われる
。つまり，今後，ますます社会教育・生涯教
育と学校教育（特に社会科）との関わりが問われる
。
そのことを念頭に置いた地理教育の体系化の試みが
大切である。
本稿では
，生活科を受け，人間形成としての地理
教育について考察をした
。前述したように社会科を
公民的資質育成の教科と規定すれば，人間形成とし
ての地理教育への可能性が拓かれていくと考えた。
残された課題は
，小学校社会科地理的学習のカリキュ
ラムである
。具体的には，小学校社会科地理的学習
への批判の当否及び代案の提案である。その方向性
の一端を示すに留まった。さらに，学校五日制の問
題
。それらをクリヤーした後には，社会教育・生涯
教育を踏まえ
，生活科登場後の小・中・高一貫をめ
ざした地理教育カリキュラムの実際の問題がある。
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